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ブックトーク 2021 関連図書展示

都市をつかいこなす
小さな場所から始まる社会の可能性を考える

ブックトーク 2021

● 日 時 ： 2021年12月1日（水）17：15～18：45
オンライン開催！

● 講 師 ： 町村 敬志 氏 （一橋大学名誉教授, 一橋大学大学院社会学研究科特任教授）

● お申込： 以下のフォームまたはQRコードよりお申込ください（参加無料）

https://hrs.ad.hit-u.ac.jp/v33/entries/add/428

● お申込締切： 2021年11月29日（月）9：00

「都市は死んだのか。」パンデミックによる都市封鎖。無観客によるオリンピック・パラリンピックの開催。想像もしなかった

事態が次々起るのを私たちは目撃した。他方で、それでも何とかやっていけるのではないか。インターネットの普及もあ

り、そんな印象をもった人もいたことだろう。都市はその終わりに向かって、一歩を踏み出しつつあるのか。

この問いの答えはわからない。だが未来が何であれ、私たちはなお、いまある都市をつかいこなすことによってしか、今

日そして明日を紡ぎ出すことはできない。そしてよく見ると、都市という道具箱にはまだたくさんの可能性が潜んでいる。

Still Place Matters. オンラインの場を、街に向かって開いてみよう。

本展示では、ブックトークテキスト『都市に聴け』 および関連図書を紹介します。

都市をつかいこなす
小さな場所から始まる社会の可能性を考える

ご参加お待ちしてます！
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